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「考えるきっかけ」 
	
 	
 	
 3年	
 Ｍ.Ｂ 

昨年の夏休みの宿題で出た読書感想文の本の中で「14歳からの哲学」という本があり
ました。私はその時、哲学という言葉を聞いただけでこんな難しそうな本は私には無理だ

と思い、一番最初にやめた本でした。その本の事も忘れかけていた今年の三月に国語の作

品集という冊子が配られました。その冊子を読んで私は、みんな「考える」ということに

しっかりと向き合っているなと驚きました。本の題名だけで読まないと決めつけてしまっ

た自分が少し恥ずかしくなりました。そこで私もこの本を読んで新しい視野を広げてみよ

うと思いました。私がこの本の中で特に考えさせられた章を取り上げて書いてみようと思

います。 
一つ目は「考える」という章についてです。この本を読んで、「ただ思う」と「考える」

は違うということを知りました。この二つはどう違うのか考えてみました。まず「ただ思

う」とは人が正しいと言ったことは、正しいのだと考えもせずに思う事です。人の意見に

流されているのが「ただ思う」原因だと思います。また、あたり前だと思う事が深く考え

ないもう一つの原因だと思います。次に「考える」とは根本的な所から考える、あたり前

をあたり前だと思わないでつきつめていくことだと思います。このように二つを比べてみ

ると、今までの自分は「ただ思う」ことしかしてこなかったと反省しました。この二つに

とても違いがあったという事が衝撃的でした。この本は「考える」ということを放棄して

きた自分に「考える」きっかけを与えてくれた本でした。他の章は、「自分とは誰か」や「死

をどう考えるか」など私が考えたこともないものばかりでした。でもどの章も短い文章で

とても考えさせられます。一文でこんなに深く考える事が出来るのかと驚きました。また

「考える」と「悩む」は違うと書いてあります。私は中学生になって、将来の事や友人関

係で悩む事が多くなりました。でも悩んでも悩んでも答えは出てきません。この本では、「悩

みの元となる所がどういう事なのか考えていないから」と書いてあります。悩むというの

は根となる所を考えていなければ、永遠に回り続けます。これからは悩みが出来てしまっ

ても頭の中で整理してどの部分を考えるべきなのか見つけて、悩みを解決していきたいで

す。 
二つ目は「友情と愛情」という章についてです。この章には「自分を愛し、孤独を味わ

える者同士が、幸運にも出会うことができたなら、そこに生まれる友情こそが素晴らしい」

という文章があります。私はこの文章を読んで、二つの発見がありました。一つ目は自分

を愛す事が出来ないと友情にはつながらないという事です。自分を愛すというのはとても

難しいと思います。なぜならあまり好きではない自分も受け入れなくてはならないからで

す。でも自分を愛す事は友情を深める第一歩だと思うので、私も自分のことを愛せている

か、考えようと思います。二つ目は孤独を味わうという所です。私は孤独と聞くとあまり

良いイメージは持っていませんでした。でもつまらない友達といることなんかよりはるか

に面白いと書いてあります。この文章を読んだら、孤独というイメージが変わりました。
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一人でも孤独が楽しめる、そして友達と過ごす時間も楽しめる人になりたいです。 
この本を読んで「考える」というのはとても難しいと思いました。国語の作品集という

冊子によって考えるきっかけを持てて良かったです。考えるという事から逃げていた自分

に、「考える」とはどのようなことか、またどんなに大切であるかということを教えてくれ

た本でした。 


